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【聖書箇所】 創世記 9：1～27(新改訳) 

9:1 神はノアと、その息子たちを祝福して、彼らに仰せられた。「生

めよ。ふえよ。地に満ちよ。9:2 野の獣、空の鳥、──地の上を動くす

べてのもの──それに海の魚、これらすべてはあなたがたを恐れて

おののこう。わたしはこれらをあなたがたにゆだねている。9:3 生きて

動いているものはみな、あなたがたの食物である。緑の草と同じよう

に、すべてのものをあなたがたに与えた。9:4 しかし、肉は、そのいの

ちである血のあるままで食べてはならない。9:5 わたしはあなたがた

のいのちのためには、あなたがたの血の価を要求する。わたしはどん

な獣にでも、それを要求する。また人にも、兄弟である者にも、人のい

のちを要求する。9:6 人の血を流す者は、人によって、血を流される。

神は人を神のかたちにお造りになったから。 

9:7 あなたがたは生めよ。ふえよ。地に群がり、地にふえよ。」9:8 

神はノアと、彼といっしょにいる息子たちに告げて仰せられた。9:9 「さ

あ、わたしはわたしの契約を立てよう。あなたがたと、そしてあなたが

たの後の子孫と。9:10 また、あなたがたといっしょにいるすべての生

き物と。鳥、家畜、それにあなたがたといっしょにいるすべての野の獣、

箱舟から出て来たすべてのもの、地のすべての生き物と。 9:11 わた

しはあなたがたと契約を立てる。すべて肉なるものは、もはや大洪水

の水では断ち切られない。もはや大洪水が地を滅ぼすようなことはな

い。」9:12 さらに神は仰せられた。「わたしとあなたがた、およびあな

たがたといっしょにいるすべての生き物との間に、わたしが代々永遠

にわたって結ぶ契約のしるしは、これである。9:13 わたしは雲の中に、

わたしの虹を立てる。それはわたしと地との間の契約のしるしとなる。

9:14 わたしが地の上に雲を起こすとき、虹が雲の中に現れる。9:15 

わたしは、わたしとあなたがたとの間、およびすべて肉なる生き物との

間の、わたしの契約を思い出すから、大水は、すべての肉なるものを

滅ぼす大洪水とは決してならない。9:16 虹が雲の中にあるとき、わた

しはそれを見て、神と、すべての生き物、地上のすべて肉なるものと

の間の永遠の契約を思い出そう。」9:17 こうして神はノアに仰せられ

た。「これが、わたしと、地上のすべての肉なるものとの間に立てた契

約のしるしである。」 

9:18 箱舟から出て来たノアの息子たちは、セム、ハム、ヤペテであ

った。ハムはカナンの父である。9:19 この三人がノアの息子で、彼ら

から全世界の民は分かれ出た。9:20 さて、ノアは、ぶどう畑を作り始

めた農夫であった。9:21 ノアはぶどう酒を飲んで酔い、天幕の中で裸

になっていた。9:22 カナンの父ハムは、父の裸を見て、外にいるふた

りの兄弟に告げた。9:23 それでセムとヤペテは着物を取って、自分た

ちふたりの肩に掛け、うしろ向きに歩いて行って、父の裸をおおった。

彼らは顔をそむけて、父の裸を見なかった。 

9:24 ノアが酔いからさめ、末の息子が自分にしたことを知って、

9:25 言った。「のろわれよ。カナン。兄弟たちのしもべらのしもべとな

れ。」9:26 また言った。「ほめたたえよ。セムの神、【主】を。カナンは

彼らのしもべとなれ。9:27 神がヤペテを広げ、セムの天幕に住まわせ

るように。カナンは彼らのしもべとなれ。」 

 

 

 



①神は、私達を救い、「      」されるお方である。9:1 

大洪水が終息した時、神が人類に最初にされた事は、“祝福する”

事であった。神がアダムとエバを創造された後、最初にされた事も祝

福する事であった。(参考:創世記 1:27～28) 

神は、正義のお方であり、罪をそのまま放置されるお方ではない。

それと同時に、神は私達を罪の裁きから救い、祝福したいと願われる

お方である。それゆえに、神はノアに箱舟をつくるように命じられた。 

それは、その時代の人々であっても、ノアを通して語られた神の言

葉を素直に受け入れ、箱舟に入りさえすれば、誰でも救わる為であっ

た。神は、ノアが箱舟をつくる約 100年もの間、人々が罪を悔い改め、

神を信じて歩むようになるのを待っておられた。 

 今も、神は 1人も罪の中で滅んで欲しくないと願って

おられる。罪を罪として裁きつつ、私達が罪の裁きか

ら救われる為に、御子イエスキリストを地上に遣わさ

れた。それは、誰であっても主イエスを信じる者の罪

を赦るし、永遠のいのち(永遠に続く神との正しい関係

と、それ基づく祝福)を与える為であった。 

 私達は、この恵みをしっかりと心に刻み、人々に伝える者となろう。 

 

【聖書の約束】  ヨハネ 3:16 

神は、実に、そのひとり子をお与えになったほどに、世を愛された。そ

れは御子を信じる者が、ひとりとして滅びることなく、永遠のいのちを持

つためである。 

 

 

 

 

 

 

②私達は、「    」の失敗や弱さを覆う者となろう。9：18～27 

素晴らしい信仰者であったノアも、酒に酔い、醜態をさらした。どんなに

素晴らしい信仰者でも、失敗を犯す事を聖書はいたるところで教えてい

る。そして、人の弱さや、失敗を見たとき、どのように接するべきなのかを

この箇所は、私達に問いかけている。 

ハムは、父の醜態を失笑し、兄弟に陰口をたたいた。しかし、セムとヤ

ペテは、着物をかけた。同じ父の失敗を見ながら、それに対する反応は

全く異なるものであった。その結果、ハムは呪われ、セムとヤペテは祝福

される事となった。 

私達は、どんなに素晴らしい人であったとしても、失敗する事がある事

を受けとめよう。そして、その失敗に対して、陰口をたたくのではなく、愛

をもって助ける者となろう。 

 

●心に残った事、決心した事を書き記そう 

                                                  

                                                  

                                                  

                                                  

                                                  

                                                  

 


